
資料２

調査票（案）の修正

第14回サービス統計・企業統計部会における意見等を踏まえ以下の点について調

査票（案）を修正することとしたい。

○「第１号様式の２」について

資料１の問２の理由から、調査対象自動車の抽出方法についてただし書きを追加

することとする。

（現行）

「※貴事業所が保有する自動車のうち、普通車、小型車、特種用途車、軽自動車の

それぞれについて車両番号の小さいものから２台を選定し、記入してください。」

↓

（修正後）

「※貴事業所が保有する自動車のうち、普通車、小型車、特種用途車、軽自動車の

それぞれについて車両番号の小さいものから２台を選定し、記入してください。た

だし、前月に引き続き調査対象となった事業所においては、前月対象となった車両

を除き、車両番号の小さいものから順に２台選定してください。」

○「第１号様式の２」、「第２号様式」、「第３号様式」及び「第４号様式」について

本年４月１日付けで、「北海道総合振興局及び振興局の設置に関する条例」（平成

20年条例第78号）の施行に伴い、これまでの支庁から総合振興局若しくは振興局に

組織が変更されることから、以下のとおり修正することとする。

（現行）

「※北海道は支庁別に都道府県コードを設定しており、一般的な地方公共団体コー

ド「０１」とは異なります。別添の「調査票の記入のしかた」を参照してください。」

↓

（修正後）

「※北海道は一般的な地方公共団体コード「０１」とは異なります。別添の「調査

票の記入のしかた」を参照してください。」



 

 第 1 頁

 
事業所コード： 

 

 

基 幹 統 計 

自 動 車 輸 送 統 計 
 

 

自動車輸送統計調査票 

－貨物営業用－ 

（自動車票） 

 

この統計調査について 

国 土 交 通 省 
        年      月分 

1. この調査票は、自動車輸送統計を作るためにだけ使われ、取締りや徴税の資料として使われることは絶対にありません。

2. 別添の「調査票の記入のしかた」に従って、     枠の部分に記入してください。 

3. この調査についてわからないことがあれば、問い合わせ先（○○-○○○○-○○○○）に問い合わせてください。 

調査期間は  月  日（ ）から  月  日（ ）までの  日間です。 
 

提出期限は  月  日（ ）です。 
 
 
 
 

調査する自動車     －    －  －     
 

 

※貴事業所が保有する自動車のうち、普通車、小型車、特種用途車、軽自動車のそれぞれについて車両番号の小さいものから２

台を選定し、記入してください。ただし、前月に引き続き調査対象となった事業所においては、前月対象となった車両を除き、車両

番号の小さいものから順に２台選定してください。 

最 大 積 載 量  Kg 
 

 
 
 
 
 

秘 
第1号様式の２（第○条関係） 
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調査開始日の午前 0 時に輸送の途中であれば、その輸送については記入しないでください。 

調査終了日の午後 12 時（夜中）に輸送の途中であれば、その輸送については記入してください。 

調査期間中自動車を使用しなかったときも、1.(1)～(3)を記入してください。 

1. 自動車について 

 

(1) 主な用途  → 
 

 1．特定荷主専属用 2．特別積合せ貨物用 3．一般貨物用 4．集配用 5．その他用 

(2) 調査期間中の走行距離  

自動車の調査期間中の走行距離を記入してください。  

 

調査開始時のメーターの数字（Ａ）･･･････････････････→ 

十万 万 千 百 十 一   キロメートル 

      

． 

  

 

調査終了時のメーターの数字（Ｂ）･･･････････････････→ 
      

． 

  

 

調査期間中の走行距離（Ｃ）＝（Ｂ）－（Ａ）･････････→ 
      

． 

  

 

トリップメーター等で、調査期間中の走行距離が正確に把握できる場合は、（Ｃ）欄にその数値を記入しても結構です。 

（この場合、（Ａ）（Ｂ）欄は空白で結構です。） 

(3) 休車日数 

調査期間中のうち、自動車を使用しなかった日数 ･･･････････････････････････････････→ 日 

 

2. 輸送状況について 

自動車の輸送状況について貨物を輸送した区間毎に次のページ以降に記入してください。 

輸送状況は貨物を乗せて運行した場合のみ記入してください。 

（ア） 工場、駅、工事現場等の中だけで輸送し、道路を少しも走らないときは、記入しないでください。 

（イ） 同じ日に同じ場所を同じ品目の貨物を積んで何度も往復して運行した場合は、まとめて記入しても結構です。 

その場合には、走行距離欄にはその区間の距離（片道）を、重量欄には延重量を、輸送回数欄には貨物を載せて運行した回

数を記入してください。 

（ウ） 集配作業の場合、走行途中に積込、取卸がある場合、あるいは特別積合せ貨物運送の場合は、「調査票の記入のしかた」の記

入例を参照してください。 

（エ） 自動車航送船（カーフェリー）を利用した場合は、その乗船港名及び下船港名を備考欄に記入してください。 
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輸 送 区 間 

1 

貨物を積込んだ場所  貨物を取卸した場所  

  月   日 
 

都道府県コード※   
 

 

  月   日 都道府県コード※   
 

走行距離（キロメートル） 輸送貨物品目コード キログラム数で表せないものは、 
すべてこの欄に記入してください。 

品 名 数 量 単 位 

   

   

   

輸送回数（回） 

 

千 百 十 一   

    ．  

 

  

  

十 一

  
 

重  量（kg） 備   考 

 

 

 

十万 万 千 百 十 一

    

2 

貨物を積込んだ場所  貨物を取卸した場所  

  月   日 
 

都道府県コード※   
 

 

  月   日 都道府県コード※   
 

走行距離（キロメートル） 輸送貨物品目コード キログラム数で表せないものは、 
すべてこの欄に記入してください。 

品 名 数 量 単 位 

   

   

   

輸送回数（回） 

 

千 百 十 一   

    ．  

 

  

  

十 一

  
 

重  量（kg） 備   考 

 

 

 

十万 万 千 百 十 一

    

3 

貨物を積込んだ場所  貨物を取卸した場所  

  月   日 
 

都道府県コード※   
 

 

  月   日 都道府県コード※   
 

走行距離（キロメートル） 輸送貨物品目コード キログラム数で表せないものは、 
すべてこの欄に記入してください。 

品 名 数 量 単 位 

   

   

   

輸送回数（回） 

 

千 百 十 一   

    ．  

 

  

  

十 一

  
 

重  量（kg） 備   考 

 

 

 

十万 万 千 百 十 一

    

4 

貨物を積込んだ場所  貨物を取卸した場所  

  月   日 
 

都道府県コード※   
 

 

  月   日 都道府県コード※   
 

走行距離（キロメートル） 輸送貨物品目コード キログラム数で表せないものは、 
すべてこの欄に記入してください。 

品 名 数 量 単 位 

   

   

   

輸送回数（回） 

 

千 百 十 一   

    ．  

 

  

  

十 一

  
 

重  量（kg） 備   考 

 

 

 

十万 万 千 百 十 一

    

※北海道は一般的な地方公共団体コード「01」とは異なります。別添の「調査票の記入のしかた」を参照してください。 
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基 幹 統 計 

自 動 車 輸 送 統 計 
 

自動車輸送統計調査票 

－貨物自家用－ 
 

 

この統計調査について 

国 土 交 通 省 
        年      月分 

1. この調査票は、自動車輸送統計を作るためにだけ使われ、取締りや徴税の資料として使われることは絶対にありません。

2. 別添の「調査票の記入のしかた」に従って、     枠の部分に記入してください。 

3. この調査についてわからないことがあれば、問い合わせ先（○○-○○○○-○○○○）に問い合わせてください。 

調査期間は  月  日（ ）から  月  日（ ）までの  日間です。 
 

提出期限は  月  日（ ）です。 
 
 
 
 

調査する自動車     －    －  －     
 

最 大 積 載 量  Kg 
 

種 類 
 

 
   

 

コ ー ド 
 

 

 
 
 
 
 
 

報 告 者 

住  所 

（〒    －     ） 

氏 名 

又 は 

名 称 

フリガナ 

 

電話番号       （    ） 

 

秘 
第 2 号様式（第○条関係） 
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調査開始日の午前 0 時に輸送の途中であれば、その輸送については記入しないでください。 

調査終了日の午後 12 時（夜中）に輸送の途中であれば、その輸送については記入してください。 

調査期間中自動車を使用しなかったときも、1.と 2.(1)(2)を記入してください。 

1. あなたの事業所について（調査する自動車が業務用に使われる場合に記入してください。） 

 （例）○○製造業、○○卸売業 等 

事業の種類  →  

 

2. 自動車について 

(1) 調査期間中の走行距離 

 

調査開始時のメーターの数字（Ａ）･･･････････････････→ 

十万 万 千 百 十 一   キロメートル 

      

． 

  

 

調査終了時のメーターの数字（Ｂ）･･･････････････････→ 
      

． 

  

 

調査期間中の走行距離（Ｃ）＝（Ｂ）－（Ａ）･････････→ 
      

． 

  

 

トリップメーター等で、調査期間中の走行距離が正確に把握できる場合は、（Ｃ）欄にその数値を記入しても結構です。 

（この場合、（Ａ）（Ｂ）欄は空白で結構です。） 

(2) 休車日数 

調査期間中のうち、自動車を使用しなかった日数 ･･･････････････････････････････････→ 日 

 

3. 輸送状況について 

自動車の輸送状況について貨物を輸送した区間毎に次のページ以降に記入してください。 

輸送状況は貨物を乗せて運行した場合のみ記入してください。 

（ア） 工場、駅、工事現場等の中だけで輸送し、道路を少しも走らないときは、記入しないでください。 

（イ） 同じ日に同じ場所を同じ品目の貨物を積んで何度も往復して運行した場合は、まとめて記入しても結構です。 

その場合には、走行距離欄にはその区間の距離（片道）を、重量欄には延重量を、輸送回数欄には貨物を載せて運行した回

数を記入してください。 

（ウ） 自動車航送船（カーフェリー）を利用した場合は、その乗船港名及び下船港名を備考欄に記入してください。 
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輸 送 区 間 

1 

貨物を積込んだ場所  貨物を取卸した場所  

  月   日 
 

都道府県コード※   
 

 

  月   日 都道府県コード※   
 

走行距離（キロメートル） 輸送貨物品目コード キログラム数で表せないものは、 
すべてこの欄に記入してください。 

品 名 数 量 単 位 

   

   

   

輸送回数（回） 

 

千 百 十 一   

    ．  

 

  

  

十 一

  
 

重  量（kg） 備   考 

 

 

 

十万 万 千 百 十 一

    

2 

貨物を積込んだ場所  貨物を取卸した場所  

  月   日 
 

都道府県コード※   
 

 

  月   日 都道府県コード※   
 

走行距離（キロメートル） 輸送貨物品目コード キログラム数で表せないものは、 
すべてこの欄に記入してください。 

品 名 数 量 単 位 

   

   

   

輸送回数（回） 

 

千 百 十 一   

    ．  

 

  

  

十 一

  
 

重  量（kg） 備   考 

 

 

 

十万 万 千 百 十 一

    

3 

貨物を積込んだ場所  貨物を取卸した場所  

  月   日 
 

都道府県コード※   
 

 

  月   日 都道府県コード※   
 

走行距離（キロメートル） 輸送貨物品目コード キログラム数で表せないものは、 
すべてこの欄に記入してください。 

品 名 数 量 単 位 

   

   

   

輸送回数（回） 

 

千 百 十 一   

    ．  

 

  

  

十 一

  
 

重  量（kg） 備   考 

 

 

 

十万 万 千 百 十 一

    

4 

貨物を積込んだ場所  貨物を取卸した場所  

  月   日 
 

都道府県コード※   
 

 

  月   日 都道府県コード※   
 

走行距離（キロメートル） 輸送貨物品目コード キログラム数で表せないものは、 
すべてこの欄に記入してください。 

品 名 数 量 単 位 

   

   

   

輸送回数（回） 

 

千 百 十 一   

    ．  

 

  

  

十 一

  
 

重  量（kg） 備   考 

 

 

 

十万 万 千 百 十 一

    

 
※北海道は一般的な地方公共団体コード「01」とは異なります。別添の「調査票の記入のしかた」を参照してください。 
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基 幹 統 計 

自 動 車 輸 送 統 計 
 

自動車輸送統計調査票 

－旅客営業用－ 
（乗合・貸切・特定） 

 

この統計調査について 

国 土 交 通 省 
        年      月分 

1. この調査票は、自動車輸送統計を作るためにだけ使われ、取締りや徴税の資料として使われることは絶対にありません。

2. 別添の「調査票の記入のしかた」に従って、     枠の部分に記入してください。 

3. この調査についてわからないことがあれば、問い合わせ先（○○-○○○○-○○○○）に問い合わせてください。 

調査期間は  月  日（ ）から  月  日（ ）までの  日間です。 
 

提出期限は  月  日（ ）です。 
 
 
 
 

調査する自動車     －    －  －     
 

乗 車 定 員  

 

種 類 
 

 
   

 

コ ー ド 
 

 

 
 
 
 
 
 

報 告 者 

住  所 

（〒    －     ） 

氏 名 

又 は 

名 称 

フリガナ 

 

電話番号       （    ） 

 

秘 
第 3 号様式（第○条関係） 
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調査開始日の午前 0 時に輸送の途中であれば、その輸送については記入しないでください。 

調査終了日の午後 12 時（夜中）に輸送の途中であれば、その輸送については記入してください。 

調査期間中自動車を使用しなかったときも、1.(1)～(3)を記入してください。 

1. 自動車について 

 

(1)主な用途  → 
 

 1．一般乗合用 2．一般貸切用 3．特定乗合用 4．その他用 

(2)調査期間中の走行距離 

調査開始時のメーターの数字（Ａ）･･･････････････････→ 

十万 万 千 百 十 一   キロメートル 

      

． 

  

 

調査終了時のメーターの数字（Ｂ）･･･････････････････→ 
      

． 

  

 

調査期間中の走行距離（Ｃ）＝（Ｂ）－（Ａ）･････････→ 
      

． 

  

 

トリップメーター等で、調査期間中の走行距離が正確に把握できる場合は、（Ｃ）欄にその数値を記入しても結構です。 

（この場合、（Ａ）（Ｂ）欄は空白で結構です。） 

 

(3)休車日数 

調査期間中のうち、自動車を使用しなかった日数 ･･･････････････････････････････････→ 日 

 

2. 輸送状況について 

自動車の輸送状況について旅客を輸送した区間毎に次のページ以降に記入してください。 

輸送状況は旅客を乗せて運行した場合のみ記入してください。 

（一般乗合運行以外用） 

（ア） 工場、駅、工事現場等の中だけで輸送し、道路を少しも走らないときは、記入しないでください。 

（イ） 同じ日に同じ所を何度も往復して輸送した場合は、まとめて記入しても結構です。 

その場合には、走行距離欄にはその区間の距離（片道）を、輸送人員欄には延輸送人員を、輸送回数欄には旅客を乗せて運

行した回数を記入してください。 

（ウ） 一般貸切運行の場合、同一旅客の輸送が、調査開始日より前から継続している場合は、その分は記入しないでください。また、

調査期間中に輸送を開始したものについては、同一旅客の輸送が終了するまでを記入してください。 

（エ） 自動車航送船（カーフェリー）を利用した場合は、その乗船港名及び下船港名を備考欄に記入してください。 
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一般乗合運行以外用 

一般乗合運行以外はこの用紙に記入してください。 

輸 送 区 間 

1 

乗客を乗せた場所  乗客を降ろした場所  

  月   日 
 

都道府県コード※   
 

 

  月   日 都道府県コード※   
 

走行距離（キロメートル） 輸送人員（人） 輸送回数（回） 備   考 

 

千 百 十 一   

    ．  
 

千 百 十 一

    
 

十 一

 

 

2 

乗客を乗せた場所  乗客を降ろした場所  

  月   日 
 

都道府県コード※   
 

 

  月   日 都道府県コード※   
 

走行距離（キロメートル） 輸送人員（人） 輸送回数（回） 備   考 

 

千 百 十 一   

    ．  
 

千 百 十 一

    
 

十 一

 

 

3 

乗客を乗せた場所  乗客を降ろした場所  

  月   日 
 

都道府県コード※   
 

 

  月   日 都道府県コード※   
 

走行距離（キロメートル） 輸送人員（人） 輸送回数（回） 備   考 

 

千 百 十 一   

    ．  
 

千 百 十 一

    
 

十 一

 

 

4 

乗客を乗せた場所  乗客を降ろした場所  

  月   日 
 

都道府県コード※   
 

 

  月   日 都道府県コード※   
 

走行距離（キロメートル） 輸送人員（人） 輸送回数（回） 備   考 

 

千 百 十 一   

    ．  
 

千 百 十 一

    
 

十 一

 

 

5 

乗客を乗せた場所  乗客を降ろした場所  

  月   日 
 

都道府県コード※   
 

 

  月   日 都道府県コード※   
 

走行距離（キロメートル） 輸送人員（人） 輸送回数（回） 備   考 

 

千 百 十 一   

    ．  
 

千 百 十 一

    
 

十 一

 

 

※北海道は一般的な地方公共団体コード「01」とは異なります。別添の「調査票の記入のしかた」を参照してください。
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一般乗合運行用 

一般乗合運行の場合はこの用紙に記入してください。 

  月   日 
 

運行系統  
 

この運行系統の距離 

千 百 十 一    

    ．  キロメートル 
 

一 日 の延 輸 送 人 員 

千 百 十 一  

    人 
 

一 日 の 運 行 回 数 
（片道又は 1 循環を 1 回とする） 

  十 一  

    回 
 

一 人 平 均 乗 車 キロ 

千 百 十 一    

    ．  キロメートル 
 

  月   日 
 

運行系統  
 

この運行系統の距離 

千 百 十 一    

    ．  キロメートル 
 

一 日 の延 輸 送 人 員 

千 百 十 一  

    人 
 

一 日 の 運 行 回 数 
（片道又は 1 循環を 1 回とする） 

  十 一  

    回 
 

一 人 平 均 乗 車 キロ 

千 百 十 一    

    ．  キロメートル 
 

  月   日 
 

運行系統  
 

この運行系統の距離 

千 百 十 一    

    ．  キロメートル 
 

一 日 の延 輸 送 人 員 

千 百 十 一  

    人 
 

一 日 の 運 行 回 数 
（片道又は 1 循環を 1 回とする） 

  十 一  

    回 
 

一 人 平 均 乗 車 キロ 

千 百 十 一    

    ．  キロメートル 
 

  月   日 
 

運行系統  
 

この運行系統の距離 

千 百 十 一    

    ．  キロメートル 
 

一 日 の延 輸 送 人 員 

千 百 十 一  

    人 
 

一 日 の 運 行 回 数 
（片道又は 1 循環を 1 回とする） 

  十 一  

    回 
 

一 人 平 均 乗 車 キロ 

千 百 十 一    

    ．  キロメートル 
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基 幹 統 計 

自 動 車 輸 送 統 計 
 

自動車輸送統計調査票 

－旅客営業用－ 
（乗   用） 

 

この統計調査について 

国 土 交 通 省 
        年      月分 

1. この調査票は、自動車輸送統計を作るためにだけ使われ、取締りや徴税の資料として使われることは絶対にありません。

2. 別添の「調査票の記入のしかた」に従って、     枠の部分に記入してください。 

3. この調査についてわからないことがあれば、問い合わせ先（○○-○○○○-○○○○）に問い合わせてください。 

調査期間は  月  日（ ）から  月  日（ ）までの  日間です。 
 

提出期限は  月  日（ ）です。 
 
 
 
 

調査する自動車     －    －  －     
 

乗 車 定 員  

 

種 類 
 

 
   

 

コ ー ド 
 

 

 
 
 
 
 
 

報 告 者 

住  所 

（〒    －     ） 

氏 名 

又 は 

名 称 

フリガナ 

 

電話番号       （    ） 

 

第 4 号様式（第○条関係） 

秘 
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調査開始日の午前 0 時に輸送の途中であれば、その輸送については記入しないでください。 

調査終了日の午後 12 時（夜中）に輸送の途中であれば、その輸送については記入してください。 

調査期間中自動車を使用しなかったときも、1.(1)(2)を記入してください。 

1. 自動車について 

(1) 調査期間中の走行距離 

調査開始時のメーターの数字（Ａ）･･･････････････････→ 

十万 万 千 百 十 一   キロメートル 

      

． 

  

 

調査終了時のメーターの数字（Ｂ）･･･････････････････→ 
      

． 

  

 

調査期間中の走行距離（Ｃ）＝（Ｂ）－（Ａ）･････････→ 
      

． 

  

 

トリップメーター等で、調査期間中の走行距離が正確に把握できる場合は、（Ｃ）欄にその数値を記入しても結構です。 

（この場合、（Ａ）（Ｂ）欄は空白で結構です。） 

(2) 休車日数 

調査期間中のうち、自動車を使用しなかった日数 ･･･････････････････････････････････→ 日 

 

2. 輸送状況について 

自動車の輸送状況について旅客を輸送した区間毎に次のページ以降に記入してください。 

輸送状況は旅客を乗せて運行した場合のみ記入してください。 

（ア） 工場、駅、工事現場等の中だけで輸送し、道路を少しも走らないときは、記入しないでください。 

（イ） 同じ日に同じ所を何度も往復して輸送した場合は、まとめて記入しても結構です。 

その場合には、走行距離欄にはその区間の距離（片道）を、輸送人員欄には延輸送人員を、輸送回数欄には旅客を乗せて運

行した回数を記入してください。 

（ウ） 自動車航送船（カーフェリー）を利用した場合は、その乗船港名及び下船港名を備考欄に記入してください。 
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輸 送 区 間 

1 

乗客を乗せた場所  乗客を降ろした場所  

  月   日 
 

都道府県コード※   
 

 

  月   日 都道府県コード※   
 

走行距離（キロメートル） 輸送人員（人） 輸送回数（回） 備   考 

 

千 百 十 一   

    ．  
 

千 百 十 一

    
 

十 一

 

 

2 

乗客を乗せた場所  乗客を降ろした場所  

  月   日 
 

都道府県コード※   
 

 

  月   日 都道府県コード※   
 

走行距離（キロメートル） 輸送人員（人） 輸送回数（回） 備   考 

 

千 百 十 一   

    ．  
 

千 百 十 一

    
 

十 一

 

 

3 

乗客を乗せた場所  乗客を降ろした場所  

  月   日 
 

都道府県コード※   
 

 

  月   日 都道府県コード※   
 

走行距離（キロメートル） 輸送人員（人） 輸送回数（回） 備   考 

 

千 百 十 一   

    ．  
 

千 百 十 一

    
 

十 一

 

 

4 

乗客を乗せた場所  乗客を降ろした場所  

  月   日 
 

都道府県コード※   
 

 

  月   日 都道府県コード※   
 

走行距離（キロメートル） 輸送人員（人） 輸送回数（回） 備   考 

 

千 百 十 一   

    ．  
 

千 百 十 一

    
 

十 一

 

 

5 

乗客を乗せた場所  乗客を降ろした場所  

  月   日 
 

都道府県コード※   
 

 

  月   日 都道府県コード※   
 

走行距離（キロメートル） 輸送人員（人） 輸送回数（回） 備   考 

 

千 百 十 一   

    ．  
 

千 百 十 一

    
 

十 一

 

 

※北海道は一般的な地方公共団体コード「01」とは異なります。別添の「調査票の記入のしかた」を参照してください。 


